
寅さん歩 その 14     

東京に こんなところ-9 

平野 武宏 

   首都東京は徳川幕府の江戸から明治維新へ、そして関東大震災・ 

    太平洋戦争の被災で壊滅から復興、1964年（昭和 39年）の東京 

    オリンピックによる街並み・交通網の再整備と時代と共にその姿 

を変えています。そして 2020年の東京オリンピック・パラリン 

ピック開催に向けて、更に近代的な姿に生まれ変わろうとしてい 

ます。 

「寅さん歩」で東京を歩き回っている寅次郎は「東京にこんなと 

ころもあるのだ！」と思わせる場所に出会い、感動しています。 

新シリーズとして取り上げ、紹介します。都民暦約 4年の「寅次 

郎基準」で選んでおりますので、ご容赦下さい。 

最寄り駅は代表例です。 

 

～自由が丘に海軍村がありました～ 

［海軍村跡］ 

    世田谷区奥沢 2丁目周辺 

最寄駅 東急東横線 自由が丘駅  

 

   ウオーキング例会で通り過ぎ、その存在を知りました。後日、 

再度訪れて、ゆっくりと見ました。 

   おしゃれな街 自由が丘駅南口から緑道に出て、左折、奥沢二 

   丁目公園を右折して、最初の道を左折した一帯が海軍村跡です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



電柱脇に「海軍村跡」の石標（写真上左）がありました。 

写真上右は石標脇にある、今でも残る建物です。白いポーチ 

付きの玄関は当時の面影が垣間見られます。 

その反対側には解説掲示板があり、資料が掲示されています。 

写真下は昭和 11年頃の海軍村住宅配置図です。37軒の名前 

と終戦当時の階級が記されています。大佐 9 名、少将 15 名、 

中将 13名ですが、入居当時は佐官になりたての中堅士官だ 

ったと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軍の施設ではなく海軍の親睦団体の水交社が用意した高級 

将校向けの住宅で、霞が関の海軍省と艦隊根拠地の横須賀の 

中間にあり、行きやすかったこと、関東大震災の教訓で将校 

は危険な都心より郊外に住んだ方が良いと、この地が決まっ 

たそうです。目黒の海軍大学校、海軍技術研究所や駒沢の海 

軍病院にも近く、肩書表示には主計、機関、軍医が見られま 

す。地主の原氏は全円耕地整理事業が起こる前年に独力で区 

画整理をし、海軍士官たちに借地として賃貸契約をしていま 

す。解説掲示版に大正 13 年（1924年）の賃貸契約書コピー 

がありました（写真下）賃貸料は坪単価８銭です。 

最寄駅の自由が丘駅から約 10 分の便利な地として、大正末 

～昭和初期で約 30世帯が住み始めました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今では周辺はすっかり新しい住宅に変わりましたが、解説 

掲示板には昔の面影が残る 2軒の写真が掲示されていま 

した。当時流行であった棕櫚の木が生える庭と赤い屋根の 

家です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回は 東京に こんなところ-10 です。 

 

平野 寅次郎 拝 


